


























と、ここにス トレスが集中 して,い おゆ る コロナ侵食 と
異なる局部的な本質的絶縁破壊 が起 こるこ とが す で に
1951年,Mason氏によ り述 べられ ているP。 この局部破
壊が端緒 とな って絶縁物申 を破壊路 が樹枝状 に伸びてゆ
く劣化形式をc'Treeing"と,Kitchin氏とPratt氏が
1958年には じめ て名づ け,ポ リエチ レンケーブルの破壊
の初期にこの現象があ ることを 述べた2〕。 要 す る に.
Treeing(以下 トリーイ ング)ま たはTree(以下 トリー)
の定義 としては高電 界によ り固体絶縁物 申に生 じた樹枝
鵬 造(t・e・llke・t・u・tu・e)をV・う。
トリーイ ングは,コ ロナやアーク,あ るいは トラ ッキ
ング劣化 とい った媒質 の影響 を受け た複雑 な機構が組み
合わさった劣化形式 とみみ る こともできるが,し か し媒
質による放電劣化を受 けるだけでは な く,そ れ と併せ て
固鉢 来の繊 であ る真 正的破壊 緯 与 し うる培 えら
れる。従 って,ト リーイング現 象は媒質の影 響を受けて
二次的段階 で破壊す る放電劣化 と,固 体本来の性質で破
壊する真正的破壊 との両面か ら調査研究 しなければな ら
ない複雑 な現象であ る,実 際問題 としては放電劣化が主









トリーイングを観察す るため に第1図 の よ うな装 置を
使用 した。実験条件 としては室 温(17。C～30。C)のも
とで行 ない,針 対 平 板 電 極 間(singleneedlercmote
ground)にJ交流電圧(50Hz)を印加 した。 トリーイ
ングを観察す る試 料 としては,透 明度の良好な非晶質 高
分 子で あるPMMA(ポ リメチルメタァク リレー ト)樹
脂 を使用 した 。 、 ・
実際 に トリーイ ソグあ るいは トリーの発生お よび進 展
を観察す る場 合は,最 大倍率120倍の顕微鏡を用 い,必
要 に応 じてその様 子を写真撮影 した。 また,で きる限 り
試料表面 での滑面放電を防 ぐために,池 中(JIC2320,
2号絶縁 油)に て実験を行 な った。油 そ うにはア グ リル
樹脂の容器を用いてあ る。'試料にそ う 入 す る 針電極に
は、 メ リケン針6号,長 さ3.lmm,径0.7Smmφ,先端













率欄 封 砕 鵬 針研麟 寧 な器坪 使肌 て
いない。'

















入す るときの温度は150。Cで行ない,内 部ス トレスを除
くため,30分間1500Cに保持した後室温まで徐冷する。
ii)宿ろ う充でん型











































※さ2c皿 の所まで穴をあけ,そ の穴の中心に沿 ってさ





















示したものであるが,50%トリー発生電圧 とい う もの






ゆえに,1グ ループ8個 となるが,そ の ユグループ8個
の試料全部に同 じ電圧を30分間印加 し,8個 の試料の う
































押 し込み型(ボ イ ドあ り)13.5
〃(ボ イ ドな し)26.Q
宿 ろ う充てん 型23.0
ひま し油充 てん型32.0
銀 蒸 着 型37.5
ノ
ん型く押し込み型(ボ イ ドなし)<ひ まし油密閉型く銀
蒸着型の順になっている。
まず,押 し込み型の試料の場合は,針 先端にボイ ドq)
ある状態 とない状態 とでは,ト リー発生値は2倍 近 くも



























られな揚 餅 も・ ・ク・的に見れば・獅m搬 のポ




フ 　 ハ コ
殴 があるi・の戸的畔 めに作製 した試料搬 に述べ
躍 ろうぷ 刷 め試料lrある・
密ろ玩 てん型謝 に苧 て発生 した トリーの調 を
,,第7図ピ示す。この種の試料においては,針 電極先端と
試料 乏を極めてよく接触させることが可能であるから,





ば擁 咽 θに見ら描 ようにはr鱗 から 回 章 発




'・ ㌦'1'、 」 、,・'`1
方向だけではなく,沿面放電の可能な方向に トリーが発
コ 　 け 　 ロ び ス ヒ こ コ ヘ ヨ
生しやすい・と牢 射 ている・拒 て・充て但 ぷ
料と瓢MA試 縦 陣 酔 よ⑰ ることe・よ・てバ
の緬 騨 の耀 幽 ぐこと紅 霞 と考≒ら描 ㍉
のよう頴 的のために・次に醜 声 司 のf聞r縫








PMMA(polymethyl・mgtacrylate)高分 子 中 の 交 流 ト リー に つ い て の 一一考 察
実験を行なった ところ.確 かに針電極の側面からの トリ
_発生が見られなかった。そ して,そ の トリー発生電圧

















































1表からわかるとお り.ト リー発生雪月ヨよ予想 したほど
高くはなく,かつその値のバラッッキもはなはだしい。
この理由としては.針 を試料にそう入してぬき去って作




を除くためには,唖 を鰭 砲 場合,ただ一回の繍
だけではなく,数回の蒸着を繰 り返して行なう必要があ
ると思われる。しかし,今回作製した試料の中でも,50




































































形状は"樹 枝状"で あ り、ボイ ドのない場合は 暖くまりも
状"あ るいはt層 状"で ある。従 って:ト リー進展はそ
の形状 と密接に関連してお り,樹枝状 タイプの時は進展
が急速であ り,ま りも状あるいは房状 タイプの時は緩慢
であって飽和現象を示す。まりも状 ・トリーの場合は,電
(go)


































実際に トリー破壊 され,重 量減少をしているかを検討し







った。試料の比 重は約L17であ るか ら,実 際破壊 された
体積 は約3×10Z3cm3'であ り,1秒 当 りに換算す るど,
1.7x10-6cm/secとなる。50kYで30分間 印加 した場合
の見かけ上の体積は,第13図 か ら約11.7×10-3cn13と見
積 られ るか ら,こ れ と上記の結 果を比 較す ると,見 かけ
上の体 積の約25%oが実際 に トリ 一ー破 壊 され てい るとい う
推測が で きる。 さらに,こ の重 量減少か ら,電 源 より試
料 に与 えられ たエ ネルギーを計算す るこ とが で きる。す
なわ ち,使 用 したPMMA試 料が気化す るに要す るエネ
ルギ ーは.ご く大 ざ っぱ に見積 って,約io50ジ ュTル/
cmS程度 と考 え られ るか ら5,,前述の50kV,30分間 印加














第14図 密 ろ う充てん型試料 の トリー進展
(91)
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第M図 は,密 ろ う充てん型試料の トリt-一'の進展特{生で
ある。印加電圧に対しては指数関数的な変化をしている
ことがわかる。この密ろう型の場合は,最 初の段階では'
樹枝状 トリーで進展し,そ の後,ま りも状に近い樹枝状













し込み型(ボ イ ドあ り)〈密ろう充てん凹く押し込み型
(ボイ ドなし)<ひ まし油充てん型く銀蒸着型の順 とな
り,その値は約13kV～38kvの範囲に及んでいる。一
般に,針 先端のボイ ドの有無によって,ト リー発生機構










の形状と密撤 関連してお?戸 枝状の醐 嘩 撰す・
場合は,電圧によって指数関数的に進展する。二九 ま
ハ
り も状 の 形 状 に な っ た 場 合 は1進 展 は 緩 慢 に な り飽 和 現
象 を 示 す 。 し か し,ま り も 状 を 呈 す る ト リ ー に り い て
は,そ の 垂 直 方 向,い わ ゆ る 電 界 方 向 だ け で は な く,立
体 的 な 広 が り よ り進 展 特 性 を 判 断 す る 必 要 が あ る こ とが
わ か っ た 。
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